
久
昌
寺
縁
起
（
現
代
語
訳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

）
は
原
注
、［ 

］
は
訳
注
ま
た
は
補
足 

尾
張
国
丹
羽
郡
稲
木
荘
柳
橋
郷
小
折
村
に
あ
る
嫰
桂
山
久
昌
寺
は
当
初
、
慈
雲
山
龍
徳
寺
と
号
し
て
い
た
。
曹
洞

派
下
の

AE

練

E

れ
ん

AAE

若

E

に
ゃ

A

［
寺
院
］
で
、
実
峯
良
秀
和
尚
の
掛
錫
［
僧
侶
が
留
ま
り
修
行
を
す
る
こ
と
］
の
地
で
あ
る
。
歳
月
は

移
り
、
開
基
の
年
月
は
失
し
な
わ
れ
た
が
、
伝
説
で
は
三
百
年
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
文
明
明
応
の
際
、
生
駒
左

京
進
藤
原
家
広
が
、
父
祖
の
墳
墓
の
地
と
い
う
こ
と
で
梵
宇
を
再
営
し
田
畝
を
寄
附
し
た
。
生
駒
氏
は
摂
政
良
房

公
（
忠
仁
公
と

A
E

諡

E

お
く
り
な

A

し
た
）
の
末
孫
で
大
和
国
平
群
郡
生
駒
郷
谷
口
村
を
領
有
し
て
そ
こ
に
住
ん
だ
。
生
駒
を
称

号
と
し
、
中
世
に
至
っ
て
流
落
し
尾
州
に
来
て
、
丹
羽
郡
小
折
村
に
住
居
を
定
め
た
。
こ
の
時
、
郡
郷
は
誰
の
も

の
で
も
な
か
っ
た
の
で
領
地
と
し
た
。
子
孫
連
綿
と
続
き
、
家
広
に
至
っ
て
益
々
家
声
を
揚
げ
た
。
こ
の
後
、
龍

徳
寺
の
僧
徒
は
亡
く
な
り
、
曹
洞
宗
と
し
て
は
断
絶
し
た
。
生
駒
加
賀
守
豊
政
、
同
蔵
人
家
宗
、

AE

関
山

E

か
ん
ざ
ん

A

会
下
［
臨

済
宗
妙
心
寺
派
］
の
僧
侶
を
招
い
て
龍
徳
寺
を
取
り
仕
切
ら
せ
た
。
織
田
信
長
公
が
に
わ
か
に
勢
力
を
興
し
、
尾

州
を
平
ら
げ
城
を
同
州
小
牧
山
に
築
い
て
本
営
と
し
た
。
生
駒
家
宗
の
娘
を
娶
り
、
二
男
一
女
を
も
う
け
た
。AE

所
謂

E

い
わ
ゆ
る

A

、
従
三
位
左
中
将
信
忠
卿
、
内
大
臣
信
雄
公
と
徳
川
三
郎
信
康
の
妻
で
あ
る
。

AE

一
日

E

あ

る

ひ

A

、
信
長
公
の
妻
が
亡
く
な
っ

た
。
小
折
村
の
西
で
荼
毘
に
付
し
、
そ
こ
を
新
野
の
地
と
名
づ
け
た
。
龍
徳
寺
で
追
善
供
養
を
行
い
、
関
山
末
派

の
僧
が
伊
勢
よ
り
来
て
龍
徳
禅
刹
に
寄
寓
し
た
。
即
ち
火
葬
し
て
久
菴
桂
昌
大
禅
定
尼
と
号
し
た
。
二
株
の
若
い

桂
が
久
し
く
昌
え
る
と
い
う
意
味
に
な
ら
い
、
名
を
嫰
桂
山
久
昌
寺
と
改
め
た
。
実
に
永
禄
九
［
一
五
六
六
］
年

丙
寅
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
信
長
公
は
、
常
に
妻
を
哀
慕
し
て
、
小
牧
の
城
楼
に
登
り
、
遙
か
に
西
方
を
望
ん
で
、

悲
し
み
の
涙
を
流
し
、
歎
き
惜
し
み
続
け
た
と
云
う
。
天
正
年
中
、
関
山
派
が
沈
落
し
た
。
家
宗
の
子
八
右
衛
門

尉
家
長
は
海
巌
和
尚
を
招
い
て
久
昌
寺
に
住
ま
わ
せ
た
。
海
巌
は
中
島
郡
清
洲
城
下
の
含
笑
寺
に
在
っ
た
。
通
幻

の
法
胤
で
天
鷹
の
徒
で
あ
っ
た
。
海
巌
は
尾
州
の
人
、
佐
々
内
蔵
助
成
政
（
後
に
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
）
の
外

甥
で
あ
る
。
家
長
と
は

AE

膠
漆

E

こ
う
し
つ

A

の
交
り
を
し
た
。
海
巌
の
学
才
が

AE

愽
洽

E

は
く
こ
う

A

で
あ
る
と
世
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
。
海
巌

の
師
で
あ
る
含
笑
寺
の
住
持
、
雄
山
和
尚
を
久
昌
寺
中
興
の
開
山
と
し
、
海
巌
は
第
二
世
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に

臨
済
宗
と
い
う
水
流
は
枯
れ
、
曹
洞
宗
と
云
う
山
の
蔭
で
［
久
昌
寺
は
］
栄
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
信
雄
公
が
尾

張
伊
勢
を
領
有
し
た
と
き
、
母
公
の
遠
忌
供
養
と
し
て
、
丹
羽
郡
五
明
村
六
百
六
十
石
の
地
を
久
昌
寺
の
厨
料
に

充
て
た
。
信
雄
公
は
そ
の
昔
、
小
折
の
構
営
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
氏
神
と
い
わ
れ
る
の
は
八
代
龍
神
の
社
で
あ
る
。

家
長
は
信
雄
公
の
外
舅
で
あ
っ
た
。
家
長
は
小
折
の
城
を
領
有
し
、
犬
山
の
城
主
織
田
十
郎
左
衛
門
尉
信
清
に
か

つ
て
は
属
し
た
。
岩
倉
城
主
織
田
伊
勢
守
信
安
は
犬
山
と
戦
い
と
な
り
、
浮
野
に
出
兵
し
合
戦
と
な
っ
た
。
家
長

は
小
流
を
隔
て
て
最
先
に
鑓
を
合
わ
せ
、
そ
の
敵
を
撃
ち
取
っ
た
。
小
口
の
合
戦
で
も
、
真
っ
先
に
斬
込
み
、
鉄

炮
に

AE

中

E

あ
た

A

り
上

AE

腮

E

あ
ご

A

を
傷
め
た
。
そ
の
後
、
信
長
公
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
信
長
公
は
武
功
の
士
を
撰
び
、
黒
角

白
角
の
冑
を
著
け
さ
せ
、
二
十
人
を
近
習
と
し
て
侍
ら
せ
た
。
家
長
は
黒
冑
十
人
の
一
人
で
あ
る
。
濃
州
森
部
合

戦
に
は
、
家
長
は
信
長
公
の
旗
本
と
し
て
在
陣
し
た
。
先
陣
を
心
懸
け
、
群
れ
を
離
れ
て
、
先
鋒 

瀧
川
左
近
将

監
一
益
の
部
隊
に
加
わ
っ
た
。
一
益
の
甥
、
瀧
川
儀
太
夫
を
頭
と
し
て
家
長
は
か
れ
ら
と

AE

同

E

と
も

A

に
進
ん
だ
。
我
が
兵

は
散
り
散
り
と
な
っ
た
が
、
家
長
は
残
留
し
て
轡
を
回
し
て
進
ん
だ
。
敵
酋 

長
井
甲
斐
守
は
馬
を
馳
せ
、
家
長



に
出
会
う
。
鑓
で
家
長
は
突
き
落
と
さ
れ
た
が
、
僕
従
が
次
々
と
や
っ
て
来
た
の
で
長
井
は
家
長
を
顧
み
る
こ
と

な
く
、
我
が
陣
へ
駆
け
入
り
、
そ
し
て
戦
死
し
た
。
敵
の
鑓
が
家
長
の
鎧
に
中
っ
た
が
、
そ
の
身
を
通
す
こ
と
は

な
か
っ
た
。
家
長
は
長
井
を
撃
ち
取
れ
な
か
っ
た
の
を
遺
憾
と
し
た
。
信
長
公
が
朝
倉
義
景
を
め
が
け
て
進
み
、

越
前
国
金
崎
城
を
攻
め
た
。
家
長
は
瞬
く
間
に
進
み
、
屏
に
附
い
た
が
矢
疵
を
被
っ
た
。
信
長
公
は
、
浅
井
備
前

守
長
政
の
江
州
小
谷
城
を
攻
め
た
。
城
は
堅
固
で
落
と
す
こ
と
が
出
来
ず
、
兵
を
引
い
て
帰
っ
た
。
浅
井
［
軍
］

は
そ
の
弊
に
乗
じ
た
が
、
佐
々
内
蔵
助
成
政
が

AE

殿

E

し
ん

AAE

後

E

が
り

A

と
し
て
備
え
た
。
家
長
は
成
政
と

A
E

暱

E

む
つ
ま

A

じ
か
っ
た
の
で
、
旗
本

か
ら
選
抜
し
て
協
力
し
た
。
敵
は
急
進
し
て
き
た
が
、
家
長
も
応
戦
す
る
こ
と
度
々
、
敵
を
払
い
の
け
た
。
そ
れ

に
浅
井
は
辟
易
し
た
。
成
政
は
兵
を
収
め
事
実
を
告
げ
た
。
信
長
公
は
大
い
に
褒
賞
を
与
え
た
。
当
時
の
人
も
ま

た
、
そ
の
勇
武
を
知
っ
た
。
信
雄
公
は
小
折
営
を
修
復
し
、
内
に
楼
櫓
を
高
く
し
、
外
に
湟
塹
［
堀
］
を

AE

浚

E

ふ
か

A

く
し

た
。
そ
れ
を
家
長
は
賜
っ
た
。
天
正
甲
申
十
二
［
一
五
八
四
］
年
、
信
雄
公
は
羽
柴
秀
吉
と
確
執
が
生
じ
た
。
秀

吉
は
濃
州
よ
り
入
っ
て
尾
州
に
侵
攻
し
た
。
東
照
神
君
［
徳
川
家
康
］
は
信
雄
公
を
援
け
、
小
牧
の
旧
塁
に
駐
屯

し
て
対
峙
し
た
。
小
折
の
城
は
犬
山
と
境
を
接
し
て
い
る
。
両
君
は
小
折
に
到
り
、
村
は
ず
れ
の

A
E

艮

E

う
し
と
ら

A

［
北
東
、

鬼
門
］
の
隅
に
あ
る
冨
士
塚
に
往
き
、
敵
陣
の
様
子
を
上
か
ら
見
極
め
、
又
城
楼
に
登
っ
て
巡
視
し
た
。
こ
の
時
、

家
長
は
勢
州
河
内
城
（
今
、
長
嶋
と
曰
う
）
を
守
っ
て
い
た
。
こ
の
地
は
信
雄
の
腹
心
の
地
で
あ
っ
て
、
常
に
こ

こ
に
居
た
。
今
、
尾
州
に
出
陣
中
で
あ
る
。
［
信
雄
は
］
こ
の
城
の
警
衛
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
長
に
守
ら
せ

た
。
小
折
の
城
は
家
長
の
次
男 

伝
三
郎
善
長
（
後
に
右
近
と
号
す
）
が
こ
れ
を
守
っ
た
。
信
雄
公
は
佐
久
間
甚

九
郎
正
勝
（
後
に
駿
河
守
と
号
し
、
剃
髪
し
て
不
干
と
曰
っ
た
）
と
、
鉄
炮
隊
長
の
青
山
新
七
郎
を
番
兵
と
し
て
、

城
内
に
配
置
し
た
。
天
正
十
八
庚
寅
［
一
五
九
〇
］
年
、
信
雄
公
は
、
わ
け
あ
っ
て
改
易
さ
れ
、
多
く
の
家
臣
が

流
落
し
た
。
秀
吉
公
は
そ
の
中
か
ら
人
を
択
ん
で
、
自
身
の
家
臣
と
し
た
。
家
長
も
秀
吉
公
に
仕
え
、
本
領
を
安

堵
さ
れ
た
。
五
郎
八
利
豊
は
家
長
の
季
子
［
末
っ
子
］
で
あ
っ
た
。
海
巌
和
尚
を
師
匠
に
し
、
文
字
を
習
い
、
書

籍
を
読
み
、
和
歌
を
学
ん
だ
。
天
正
十
八
年
庚
寅
、
小
田
原
の
役
に
父
と
同
に
信
雄
公
に
従
軍
し
た
。
時
に
十
六

歳
。
同
年
、
関
白
秀
次
公
に
仕
え
、
奥
州
平
定
の
陣
に
付
き
従
っ
た
。
同
十
九
年
辛
卯
十
一
月
廿
八
日
、
従
五
位

下
に
叙
さ
れ
隼
人
正
に
任
じ
ら
れ
た
（
上
卿
の
中
山
大
納
言
が
叙
任
を
決
定
し
、
蔵
人
頭
右
大
弁
藤
原
頼
宣
が
そ

れ
を
伝
え
た
。
こ
の
時
、
豊
臣
宗
直
と
号
し
、
後
に
長
知
と
改
め
、
藤
原
姓
に
戻
し
た
。
又
、
利
豊
と
改
め
、
そ

の
官
名
も
亦
、
大
炊
助
と
改
め
、
後
に
は
因
幡
守
と
改
め
た
）
。
秀
次
公
の
事
件
の
後
、
姻
家
の

AE

好

E

よ
し

A

み
に
依
っ
て

［
利
豊
の
姉
が
蜂
須
賀
家
政
の
正
室
］
、
蜂
須
賀
阿
波
守
家
政
（
後
、
薙
髪
し
て
蓬
菴
と
号
す
）
は
、
利
豊
を
呼
び

寄
せ
、［
利
豊
も
］
ほ
ど
な
く
往
く
こ
と
に
し
て
い
た
。
父
の
家
長
が
、
采
地
を
利
豊
に
譲
り
与
え
た
の
で
、
小
折

に
住
ん
だ
（
家
長
の
嫡
子 

平
蔵
は
早
世
し
、
そ
の
子 

平
三
郎
は
幼
い
と
き
か
ら
秀
信
卿
に
仕
え
た
。
家
長
の
二

男 

右
近
善
長
は
信
雄
に
従
い
、
配
所
に
居
た
。
三
男 

与
三
左
衛
門
は
年
若
く
し
て
死
ん
だ
。
そ
れ
で
四
男
の
利

豊
が
嗣
と
な
っ
た
）
。
毎
年
一
度
、
尾
張
国
士
ら
と
大
坂
に
行
き
、
［
秀
吉
に
］
拝
謁
し
た
。
慶
長
五
庚
子
［
一
六

〇
〇
］
年
、
石
田
三
成
が
秀
頼
公
を
囲
っ
て
挙
兵
し
、
天
下
は
乱
れ
た
。
福
島
左
衛
門
大
夫
正
則
は
、
神
君
に
従

い
、
東
へ
向
っ
た
。［
福
島
は
］
利
豊
に
謂
っ
た
。
西
国
で
変
が
起
こ
れ
ば
、
正
則
の
居
城
清
洲
に
籠
城
し
て
く
れ
、

と
。
利
豊
は
こ
れ
を
謹
ん
で
承
け
た
。
織
田
秀
信
卿
（
信
忠
卿
の
子
、
濃
州
岐
阜
城
を
領
有
す
る
の
で
、
岐
阜
中



納
言
と
曰
う
）、
三
成
に
与
し
た
。
秀
信
卿
は
、
利
豊
父
子
に
配
下
に
入
る
よ
う
再
三
要
請
し
て
き
た
。
父 

家
長

は
、
信
忠
卿
は
親
戚
な
の
で
秀
信
卿
を
捨
て
去
り
難
く
、
そ
の
要
請
に
随
い
、
兵
を
率
い
て
小
折
営
に
赴
こ
う
と

し
た
。
利
豊
は
か
た
く
な
に
約
束
を
守
り
、
清
洲
城
に
入
っ
て
守
っ
た
。
正
則
は
尾
州
に
帰
り
西
濃
に
向
う
。
利

豊
も
同
行
し
岐
阜
城
を
攻
め
た
。
そ
の
時
、
先
駆
け
し
て
七
曲
を
登
り
城
中
に
入
っ
た
。
九
月
十
五
日
、
関
ヶ
原

合
戦
に
福
島
の
先
鋒
隊
と
し
て
進
軍
し
、
宇
喜
多
秀
家
の
陣
へ
向
っ
た
。
利
豊
は
馬
よ
り
下
り
鑓
を
提
げ
敵
に
一

町
余
近
付
く
。
敵
兵
に
、
金
の
切

A
E

団

E

う
ち
わ

A

に
猿
の
毛
で
縁
を
縫
っ
た
指
物
を
背
負
い
、
鉄
砲
隊
を
指
揮
す
る
者
が
い
た
。

利
豊
は
、
こ
の
士
を
撃
と
う
と
し
て
馬
を
馳
せ
急
に
山
を
登
る
。
こ
の
士
は
、
山
の
尾
根
を
伝
い
逃
げ
た
。
利
豊

も
こ
れ
を
追
っ
た
。
我
が
兵
二
人
が
後
を
慕
い
付
い
て
来
る
。
利
豊
は
他
に
手
柄
を
立
て
よ
う
思
い
、
こ
の
士
を

棄
て
て
宇
喜
多
の
本
陣
に
駆
け
入
っ
た
。
歩
卒
一
人
が
刀
を
抜
い
て
向
っ
て
く
る
。
利
豊
は
鑓
で
突
倒
し
た
。
小

坂
助
六
が
左
の
方
か
ら
や
っ
て
来
た
。
敵
兵
で
黒
鎧
を
著
け
、

AE

浅
縹

E

あ

さ

ぎ

A

の

AE

巾

E

ぬ
の

A

で
頭
を

AE

裹

E

つ
つ

A

ん
だ
士
が
丘
の
上
よ
り
走
り

下
り
、
一
鑓
に
小
坂
を
馬
よ
り
突
き
落
と
し
た
。
利
豊
は
鑓
を
棹
っ
て
こ
の
士
を
突
き
伏
せ
、
そ
の
首
を
取
っ
た
。

こ
れ
が
秀
家
の
近
士
隊
酋
（
こ
れ
を
小
姓
頭
と
謂
う
）
足
立
勘
十
郎
で
あ
っ
た
。
此
の
日
、
利
豊
の
従
兵
は
敵
の

首
を
四
級
獲
っ
た
。
福
島
正
則
の
口
添
え
で
今
日
獲
っ
た
首
級
を
神
君
に
献
じ
た
。
こ
の
戦
い
で
大
勝
し
、
天
下

は
神
君
の
手
中
に
入
っ
た
。
こ
れ
よ
り
大
津
へ
［
家
康
は
］
遷
ら
れ
、
福
島
正
則
及
び
尾
州
の
士
た
ち
は
山
科
醍

醐
に
陣
を
は
り
、
利
豊
も
同
陣
し
た
。
十
月
、
神
君
は
大
坂
城
西
の
丸
に
移
っ
た
。
福
島
正
則
と
共
に
拝
謁
し
、

尾
州
の
士
た
ち
は
帰
国
し
た
。
同
冬
、
利
豊
は
歳
末
の
祝
い
と
し
て
尾
州
よ
り
綿
衣
二
領
を
献
じ
た
。
西
尾
隠
岐

守
吉
次
が
こ
れ
を
神
君
に
申
し
上
げ
て
御
書
を
賜
わ
っ
た
。
翌
年
春
、
大
坂
へ
往
き
、
神
君
に
拝
謁
し
た
。
下
野

守
忠
吉
卿
は
利
豊
を
家
臣
に
し
た
い
、
と
願
い
出
た
。
神
君
は
こ
れ
を

AE

允

E

ゆ
る

A

し
た
。
忠
吉
卿
が
尾
州
の
主
と
な
っ
た

こ
と
で
利
豊
は
［
引
き
続
き
］
小
折
に
住
ん
だ
。［
そ
の
後
］
義
直
卿
が
尾
州
を
治
め
、
神
君
の
鈞
命
で
［
利
豊
は
］

義
直
卿
に
仕
え
た
。
大
坂
冬
・
夏
の
両
陣
に
従
軍
し
て
竹
腰
山
城
守
正
信
の
部
隊
に
い
た
。
五
月
七
日
、
自
軍
の

戦
列
が
乱
れ
た
。
利
豊
は
一
歩
も
退
か
ず
に
進
み
、
馬
で
城
中
に
乗
り
込
も
う
と
し
て
い
た
。
山
城
守
正
信
は
陣

を
張
り
、
先
に
進
も
う
と
す
る
者
を
制
止
し
た
の
で
、
利
豊
も
戻
り
、
正
信
と
共
に
隊
伍
を
乱
し
た
兵
た
ち
を
集

め
た
。
利
豊
は
十
六
歳
よ
り
熱
心
に
禅
の
修
行
に
打
ち
込
み
、
玄
要
を
悟
ろ
う
と
し
て
い
た
。
二
十
三
歳
、
海
巌

和
尚
の
指
導
の
下
で
反
省
し
修
行
し
て
い
た
。
利
豊
の
妻
は
津
田
藤
右
衛
門
の
娘
で
あ
る
。
津
田
は
、
織
田
の
門

葉
で
代
々
同
州
春
日
井
郡
小
田
井
城
主
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
信
長
公
直
属
の
家
来
で
あ
っ
た
が
、

引
き
続
き
信
忠
卿
に
も
仕
え
た
。
利
豊
の
妻
が
亡
く
な
り
新
野
邙
、
久
昌
寺
の
西
郊
に
葬
っ
た
。
新
野
の
経
塚
・

長
塚
は
皆 

荼
毘
の
地
で
あ
る
。
海
巌
は
、
場
所
を
よ
く
み
て
久
昌
寺
の
塔
頭
を
移
動
し
て
そ
の
地
［
を
墓
所
］
と

し
た
。
寺
裏
に
塔
頭
を
移
し
た
。
関
山
下
の
新
蔵
主
の
居
た
所
で
あ
る
。
久
昌
寺
の
厨
料
は
、
秀
吉
公
の
時
、
文

禄
四
年
九
月
二
十
一
日
、
先
例
の
如
く
残
す
べ
し
と
の
［
朱
］
印
［
状
］
を
賜
っ
た
。
慶
長
一
統
の
後
、
伊
奈
備

前
守
忠
政
が
尾
州
を
検
地
し
た
時
、
久
昌
寺
領
は
減
ら
さ
れ
、
五
明
村
の
内
、
二
百
石
を
授
か
っ
た
。
同
六
年
五

月
廿
日
、
忠
吉
卿
も
朱
印
を
下
さ
れ
、
義
直
卿
も
慶
長
の
例
に
従
い
、
元
和
六
年
九
月

AE

朔

E

つ
い

AAE

日

E

た
ち

A

、
印
章
を
下
さ
れ
た
。

海
巌
和
尚
は
同
州
那
古
野
城
下
万
松
寺
に
移
り
、
そ
の
法
弟 

明
谷
和
尚
は
、
久
昌
寺
が
万
松
寺
の
天
鷹
の
後
、

大
雲
和
尚
の
浄
刹
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
海
巌
は
又
、
越
前 

永
平
寺
住
職
に
な
っ
た
。
先
例
に
依
っ
て
、
明



谷
が
万
松
寺
・
久
昌
寺
を
取
り
仕
切
っ
た
。
数
世
住
職
が
替
っ
た
が
本
寺
の

AE

規
箴

E

い
ま
し
め

A

は
な
か
っ
た
。
海
巌
は
万
松
寺

の
主
と
な
り
、
明
谷
が
相
続
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
［
久
昌
寺
が
］
万
松
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
谷
は

久
昌
寺
を
宗
訓
に
委
せ
た
が
、
僧
侶
に
な
っ
て
か
ら
の
年
数
が
浅
か
っ
た
の
で
宗
寿
和
尚
が
寺
を
監
督
し
た
。
宗

寿
は
、
邪
で
道
理
を
弁
え
ず
僧
律
に
拘
ら
な
か
っ
た
の
で
、
元
除
和
尚
を

AE

攘

E

は
ら

A

い
斥
け
、
こ
れ
に
代
っ
た
。
盟
約
で

は
、
宗
訓
が
転
衣
の
時
、
住
職
を
譲
る
べ
し
、
と
あ
っ
た
。
紙
に
認
め
、
利
豊
に
差
し
出
し
て
い
た
。
元
除
は
前

盟
に
違
い
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
。
明
谷
が
入
滅
し
た
。
宗
訓
は
怒
っ
て
衣
鉢
を
還
し
、
江
州
西
明
寺
に
登
り
、

寂
室
和
尚
の
弟
子
と
な
っ
て
名
を
空
子
と
改
め
た
。
元
除
は
酒
に
溺
れ
、
寺
法
は
失
わ
れ
た
。
利
豊
は
往
日
の
盟

約
に
従
い
、
元
除
を
隠
居
さ
せ
、
宗
訓
を
住
職
に
し
よ
う
と
し
た
。
元
除
は
辞
遜
の
志
も
な
く
、
宗
訓
も
亦
、
寺

門
に
帰
ら
な
か
っ
た
。
殆
ど
傾
い
て
斜
め
と
な
り
、
法
水
は
い
よ
い
よ
減
り
無
く
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
利
豊
に

は
以
前
か
ら
元
除
を
追
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
万
松
寺
現
住
の
陽
穀
和
尚
及
び
洞
山
派
の
僧
侶
た
ち
が
利
豊
の
元

を
訪
れ
謝
罪
し
た
。
利
豊
は
憤
り
を
抑
え
て
元
除
を
止
ま
ら
せ
た
が
、
い
ま
だ
そ
の
過
ち
を
改
め
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
利
豊
は
こ
れ
を
見
る
に
忍
び
ず
、
正
保
四
丁
亥
［
一
六
四
七
］
年
、
元
除
の
罪
悪
を
書
い
て
訴
え
で
た
。

寺
尾
越
前
守
直
政
（
後
に
土
佐
守
と
改
む
）
が
義
直
卿
に
報
告
し
た
。
御
意
向
は
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

寺
院
は
檀
越
が
裁
断
し
て
、
寺
僧
は
こ
れ
に
背
い
て
は
い
け
な
い
、
寺
僧
が
檀
越
に
随
わ
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

罪
は
重
い
、
早
く
そ
の
僧
を
追
出
す
べ
し
、
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
越
前
守
及
び
山
下
市
正
氏
紀
、
松
井
三
郎

左
衛
門
吉
英
（
二
人
は
那
古
野
城
の
留
守
居
で
、
国
務
を
預
か
る
）
た
ち
は
、
こ
の
諭
を
伝
え
た
。
利
豊
は
元
除

を

A
E

黜

E

し
り
ぞ

A

け
、
邦
君
に
願
い
出
て
、
久
昌
寺
の
租
税
で
梵
宇
を
修
補
し
、
新
た
に
方
丈
を
建
て
た
。
僧
房
衆
寮 

悉
く

備
っ
た
。
又
、
同
村
桜
雲
山
常
観
寺
地
蔵
堂
を
造
成
し
、
常
観
寺
は
久
昌
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
本
尊
は
尾
州
の

六
地
蔵
仏
の
一
員
と
称
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
久
昌
寺
の
鎮
守
に
は
神
明
社
を
勧
請
し
た
。
寺
の
西
辺
に

在
っ
て
遠
く
林
の
中
に
分
け
入
ら
な
け
れ
ば
参
拝
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
寺
の
東
北
に
場
所
を
決
め
、
改
め
て
神

祠
を
移
し
た
。
そ
の
旧
址
に

AE

茆
宇

E

ぼ

う

う

A

を
結
び
、
塔
頭
と
し
、
松
向
山
了
桂
院
と

AE

号

E

な
づ

A

け
た
。
久
昌
寺
の
梵
鐘
は
明
応
六

［
一
四
九
七
］
年
丁
巳
十
二
月
に
造
ら
れ
、
左
京
進
家
広
が
願
主
で
あ
っ
た
が
、
長
い
年
月
を
経
て
き
た
の
で
破

毀
し
た
。
利
豊
の
姉
は
奥
州
岩
城
郡
主 

鳥
居
左
京
亮
忠
政
の
妻
で
あ
る
。
忠
政
卒
後
、
落
髪
し
て
宝
寿
院
と
号

し
、
京
師
に
住
ん
だ
。
父
母
の
孝
養
の
た
め
に
鳬
鐘
を
久
昌
寺
に
寄
進
し
た
。
昔
の
破
鐘
も
同
に
鑪
中
に
入
れ
、

鋳
直
し
た
。
那
古
野
城
下
に
あ
る
瑞
雲
山
政
秀
寺
の
徹
源
和
尚
が
そ
の
銘
を

AE

為

E

つ
く

A

っ
た
。
徹
源
は
槐
山
和
尚
の
法
嗣
、

悟
渓
の
流
れ
を
継
ぐ
人
で
あ
る
。
利
豊
は
年
老
い
て
私
舎
に
退
隠
し
た
。

A
E

男

E

む
す
こ

A 

大
膳
利
勝
（
後
に
因
幡
と
号
す
）

が
、
そ
の
後
を
継
い
だ
。
慶
安
年
中
、
利
豊
は
薙
髪
し
て
自
ら
名
を
空
山
露
月
居
士
と
名
乗
っ
た
。
小
折
村
東
北

に
法
頂
寺
が
あ
り
、
薬
師
仏
を
安
置
し
て
い
た
。
そ
の
地
は
絶
景
で
言
葉
に
出
来
な
か
っ
た
。
居
士
は
廟
地
を
森

陰
に
構
え
石
を
畳
ね
て
納
骨
の
場
所
と
し
た
。
浄
瑠
璃
尊
を
大
雲
山
般
若
寺
の
東
鼎
に
移
し
、
一
堂
を
建
て
そ
こ

に
大
切
に
祀
っ
た
。
般
若
寺
は
元
々
真
言
宗
の
道
場
で
あ
っ
た
。
人
里
を
遠
く
離
れ
人
影
も
ま
ば
ら
で
あ
っ
た
。

妖
怪
が
い
て
往
来
の
庶
民
を
悩
ま
し
て
い
た
。
或
る
時
、
生
駒
氏
が
寺
前
を
通
り
過
ぎ
た
。
妖
鬼
と
出
遇
い
、
刀

を
抜
い
て
す
ぐ
さ
ま
、
こ
れ
を
斬
っ
た
。
妖
鬼
は
逃
げ
散
り
、
翌
日
こ
れ
を
見
る
と
、
石
の
五
輪
塔
が
斫
り
裂
か

れ
て
い
た
。
こ
の
刀
は
濃
州
関
の
鍛
工 

禅
定
兼
吉
の
製
作
で
あ
る
。
刃
は
少
し

AE

闕

E

か

A

け
た
が
、
数
年
の
後
、
そ
の



闕
け
た
部
分
が
自
然
に
愈
え
て
刃
は

AE

故

E

も
と

A

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
生
駒
氏
は
五
輪
丸
と
名
づ
け
珍
蔵
し
、
今
に
現

存
し
て
い
る
。
般
若
寺
の
密
教
宗
派
は
分
散
し
、
関
山
派
の
僧
侶
を
こ
れ
に

AE

居

E

す

A

へ
、
久
昌
寺
と
居
士
と
に
従
っ
た
。

久
昌
寺
の
経
営
は
、
寺
院
を
落
成
し
た
け
れ
ど
も
主
が
い
な
か
っ
た
。
密
か
な
思
い
は
曹
洞
宗
の
断
絶
で
、
そ
の

時
が
や
っ
て
来
た
。
久
菴
の
古
を
慕
い
、［
関
山
］
慧
玄
会
下
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
が
未
だ
果
た
せ
て
い
な
い
。

居
士
は
そ
れ
で
石
川
伊
賀
守
正
光
に
頼
み
、
邦
君
光
義
卿
に
申
し
上
げ
た
。［
光
義
は
］
家
臣
に
検
討
さ
せ
た
。
正

光
は
竹
腰
山
城
守
正
晴
、
成
瀬
信
濃
守
正
親
、
志
水
甲
斐
守
忠
継
及
び
万
松
寺
の
九
峯
和
尚
の
意
見
を
交
互
に
評

論
し
、
趣
旨
を
述
べ
た
。
光
義
卿
は
次
の
よ
う
に
仰
っ
た
。
久
昌
寺
は
、
中
年
、
関
山
派
の
僧
が
寺
院
に
住
み
、

そ
の
号
を
改
め
た
け
れ
ど
も
始
ま
り
は
曹
洞
宗
の
紺
苑
［
寺
院
］
で
あ
る
。
出
自
を
根
拠
と
す
れ
ば
先
を
争
う
て

ま
で
他
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
過
去
を
捨
て
て
未
来
を
取
る
こ
と
も
ま
た
、
良
い
こ
と
で
は
な
い
。

且
つ
又
、
檀
越
が
古
に
も
ど
し
て
住
持
を
決
め
れ
ば
、
本
山
が
争
っ
て
妨
害
す
る
の
で
は
な
い
か
、
洞
山
派
下
の

名
緇
［
名
僧
］
を
選
ん
で
居
く
の
が
よ
い
、
と
。
利
勝
は
こ
れ
に
恭
順
し
、
居
士
も
謹
ん
で
そ
の
旨
を
承
っ
た
。

近
邦
の

AE

苾
蒭

E

ひ
っ
し
ゅ

A

［
僧
侶
］
を
撰
び
、
決
心
和
尚
［
の
返
事
］
を
つ
つ
し
ん
で
待
っ
た
。
決
心
は
勢
州
亀
山
城
下
の
宗

英
寺
に
住
ん
で
い
た
。
家
臣
に
た
の
み
誠
実
さ
を
示
し
、
亀
山
城
主
に
相
談
し
た
。
決
心
は
承
諾
し
た
。
利
勝
は

決
心
を
迎
接
し
て
院
に
入
れ
た
。
万
松
寺
に
往
き
本
末
の
規
則
を
為
っ
た
。
決
心
は
、
又
、
三
州
豊
川
妙
巌
寺
を

管
理
し
た
。
一
仲
和
尚
は
篆
居
を
視
て
ま
も
な
く
院
を
退
い
た
。
随
岩
和
尚
も
堂
を
開
い
た
。
寛
文
七
［
一
六
六

七
］
年
二
月
十
七
日
、
光
義
卿
は
慶
長
元
和
の
例
を
従
い
、
寺
領
の
黒
印
を
与
え
ら
れ
た
。
同
十
［
一
六
七
〇
］

年
庚
戌
四
月
廿
六
日
、
居
士
は
逝
去
し
た
。
享
年
九
十
六
歳
。
日
頃
の
訓
告
に
よ
り
石
櫃
に
納
め
、
法
頂
寺
の
森

下
に

AE

瘞

E

う
ず

A

め
た
。
居
士
の
志
し
た
の
は
入
定
で
あ
っ
た
。
末
の
世
に
こ
の
事
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

AE

輟

E

や

A

め
に

な
っ
た
。
利
勝
は
葬
礼
を
し
、
久
昌
寺
に
弔
意
の
贈
り
物
を
し
た
。

AE

嗚
呼

E

あ

あ

A

、
居
士
の
長
生
、
近
年
こ
の
よ
う
な
方

は
い
な
い
。
筋
骨

AE

形

E

け
い

AAE

躯

E

く

A

は
衰
え
て
い
な
い
。
そ
れ
で
長
生
き
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
久
昌
寺
を
復
旧
し

外
観
を
改
め
た
の
は
、
居
士
の
力
で
あ
る
。
久
昌
寺
が
洞
山
に
入
っ
た
の
は
運
命
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
久

昌
寺
の
沿
革
は
一
々
記
す
こ
と
は
難
し
い
。
実
峯
和
尚
が
開
基
で
あ
っ
て
後
、
慧
玄
の
弟
子
ら
が
居
た
。
曹
洞
の

門
葉
も
亦
、
長
く
絶
え
間
な
く
続
い
て
き
た
の
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
バ
ラ
に
分
裂
崩
壊
し
て
き
た
の
で
、

牌
板
［
位
牌
］
は
削
り
取
ら
れ
、
石
碑
を
打
ち
捨
て
ら
れ
た
。
生
駒
氏
累
代
の
命
日
、
過
去
帳
は

AE

泯
滅

E

び
ん
め
つ

A

し
て
知
る

者
は
な
い
、
惜
し
い
こ
と
だ
。
久
昌
寺
の
末
寺
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
或
る
も
の
は
他
宗
に
変
わ
り
、
或

る
も
の
は
寺
名
を
換
え
、
今
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
七
寺
で
あ
る
。 

 
 

常
観
寺
、
般
若
寺
、
瑞
龍
寺
、
了
桂
院 

右
四
箇
寺
は
小
折
村
に
在
り
、 

 
 

道
音
寺 

同
州
丹
羽
郡
五
明
村
に
在
り
、 

 
 

稲
源
庵 

同
郡
石
仏
村
に
在
り
、 

 
 

常
昌
寺 

同
州
春
日
井
郡
西
嶋
村
に
在
り
、 


